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10
月
6
日
、
北
斗
市
・
れ

い
ん
ぼ
ー
で
、
女
性
交
流
集

会
を
開
い
た
。
は
じ
め
に
、

道
本
部
女
性
部
小
原
書
記
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
講
座
Ⅰ
の

ヨ
ガ
教
室
を
久
保
先
生
の
指

導
で
行
っ
た
。
呼
吸
法
か
ら

一
連
の
基
本
ポ
ー
ズ
ま
で

1
時
間
に
わ
た
り
行
い
、
参

加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
未
経
験

者
で
あ
り
楽
し
く
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。 

講
座
Ⅱ
で
は
、
京
極
町
の

中
村
町
議
が
「
男
女
平
等
に

つ
い
て
」
と
題
し
講
演
し
た
。 

中
村
町
議
は
、
自
身
が
町

議
会
議
員
に
立
候
補
し
た
経

緯
や
、
道
本
部
専
従
時
代
の

経
験
を
話
し
、「
権
利
を
獲
得

す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
、
自
ら
声

を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

何
も
変
わ
ら
な
い
。
女
性
が

参
画
す
る
こ
と
で
社
会
が
変

わ
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。 

 

10
月
5
日
、
北
斗
市
か
な
で
～
る
で
、
自

主
福
祉
推
進
委
員
会
を
開
い
た
。
渡
島
地
方

本
部
で
は
、
こ
こ
数
年
委
員
会
を
開
催
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
回
、
全
労
済
火
災
共
済
・

自
然
災
害
共
済
の
ス
ポ
ッ
ト
募
集
の
取
り
組

み
と
、
自
治
労
共
済
学
習
会
も
兼
ね
て
行
っ

た
。
前
段
の
自
主
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、

今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
募
集
お
よ
び
共
済
学
習
会

の
趣
旨
と
、
今
後
重
要
と
な
る
自
主
福
祉
活

動
推
進
の
た
め
各
単
組
で
の
学
習
会
や
個
別

相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て
提
起
を
行
っ
た
。 

そ
の
後
、
ス
ポ
ッ
ト
募
集
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
全
労
済
道
南
支
店
・
小
原
支
店
長

が
、
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
雹
や
雪
害
に

よ
り
、
組
合
員
か
ら
保
険
加
入
の
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
い
る
こ
と
や
、
保
障
内
容
の
見
直
し

の
必
要
性
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
そ
の
後
、

自
治
労
共
済
北
海
道
支
部
・
鈴
木
副
部
長
が

「
自
治
労
共
済
の
優
位
性
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
自
治
労
共
済
の
制
度
内
容
や
優
位
性

を
具
体
的
に
説
明
が
あ
っ
た
。 

本
委
員
会
を
通
じ
、
自
主
福
祉
活
動
の
重

要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
委
員
会
を
定
期
的
に
開
き
学
習
す
る

な
か
で
、
生
活
防
衛
に
つ
な
が
る
基
幹
的
な

運
動
と
し
て
自
主
福
祉
推
進
委
員
を
中
心
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。 

渡
島
地
本
女
性
交
流
集
会 

職
場
実
態
を
運
動
へ
変
え
よ
う 

ま
た
、
政
治
に
つ
い
て
「
私

た
ち
の
思
い
を
主
張
し
て
く

れ
る
議
員
を
送
り
出
す
こ
と

が
と
て
も
大
切
。
私
た
ち
の

仲
間
で
あ
る
『
あ
い
は
ら
く

み
こ
』
さ
ん
を
支
援
し
、
再

選
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
、
講
演
を
終
了

し
た
。 

講
座
Ⅲ
で
は
、
権
利
実
態

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
岡
島

議
長
が
説
明
し
、
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
い
意

見
交
換
を
行
っ
た
。 

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
は
、

「
生
理
休
暇
が
取
れ
な
い
」

「
上
司
か
ら
同
僚
が
妊
娠
し

た
ら
、『
ま
た
か
』
と
パ
ワ
ハ

ラ
と
も
取
れ
る
言
動
が
あ
っ

た
」「
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
し
て

い
る
」「
有
休
休
暇
が
取
り
づ

ら
い
」
と
い
っ
た
実
態
が
出

さ
れ
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
実
態
を
声
に
出

し
て
、
労
働
運
動
に
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感

で
き
る
集
会
と
な
っ
た
。 

渡島地方本部  第 1 回自主福祉推進委員会 


